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第４学年道徳学習指導案

日 時 平成22年11月2日（火）5校時

場 所 4年教室

児童数 10名

指導者 蛯名 里史

１ 主題名 郷土を拓く ４－（５）郷土愛

２ 資料名 「外山開拓の祖 及川恒次」 （郷土資料 自作）
そでやま

３ 主題設定の理由

（１）価値について

内容項目４－（５）は、「郷土の伝統と文化を大切にし、郷土を愛する心をもつ」ことを指

導内容とし、この学年においては家庭だけでなく、生活範囲が広がることに伴い、地域の行事

や活動に興味をもち、積極的にかかわろうとする態度を育てることをねらいとしている。

生活様式が変化する中で、子どもたちがもつ郷土に対する思いも変化してきている。自分が

住む町には、多くの人々が守り、伝えてきた行事や活動、人と人とのつながりがあることを理

解させ、郷土を愛する人々の思いがこめられていることを考えさせたい。

また、地域のために働く人々の功績を知り、郷土を大切にする心情を育てたい。

（２）資料について

本資料は、次のような内容となっている。及川恒次は南部藩の家臣として、外山の開拓を命

ぜられた。外山地区は、わずか３戸の地区であったが、南部藩と伊達藩の藩境に位置するこの

地区は、警護に重要な地区であった。開拓を命ぜられたが資金が足りない。そこで、及川恒次

は、野山を歩き、金脈を見つけることにした。

すでに、長野地区では金山が栄えており、外山にも金脈があるのではないかと考えたのであ

る。名取沢で金脈を見つけ、人を雇い、金の採掘に力を入れる。やがて、金脈はつき、金山で

働いていた人々は職を失う。人々が引き続き外山で暮らしていけるようにと、資金を得た恒次

は、開墾に着手する。寒い土地ではあったが、気仙地方と同じ種類の柿がなっているのを、恒

次は知っていた。きっと田畑が開けるだろうと決心し、人々を説得し、田畑を作る。ほかにも

さまざまな工夫をしながら、人々の生活を豊かにしていった。

この資料を通して、熱意と工夫で郷土を拓こうとする思いに気づかせ、郷土を守っていこう

とする心情を育てていきたい。

（３）児童について

4年生の児童は、地域の伝統行事に参加する機会が多くなってきている。祭りや踊り等を通

して、地域のよさに触れている。

5月に実施した意識調査によると、郷土愛に関する質問に対しては、高い意識を持っている

ことがわかった。しかし、各行事に自分から進んで参加するのではなく、親からすすめられて

参加しているところが見受けられる。郷土を拓いてきた人々の思いに触れさせ、「自分も地域

を守っていきたい」という思いを育て、小友のよさを自ら受け継いでいくという意識を高めて

いきたい。
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４ 本時を「要」として位置づけた指導構想図

特別活動・体験的活動 道徳の時間 各教科等の学習 日常指導・その他

５月

○運動会・小友音頭 ○地域の伝統に触れた

６月 ときに、思ったこと

○遠足 を書かせ、交流する。

◇郷土を守る

「石わりざくら 藤村 ○八坂神社大祭（地域）

益治郎」

（郷土愛）4-(5) ○地域の行事等に出る

郷土を守る人々の働き ○総合的な学習の時間 前にどんなことをす

を知り、郷土を愛する心 郷土に伝わる昔話に関 るのか交流する。

情を育てる。 連させて考えさせる。

８月 （金と米） ○小友祭り（地域）

９月 ○学習発表会「小友

10月 の話っこ聞きたいな」 ○遠野祭り（地域）

11月 ◇郷土をひらく

「外山開拓の祖 及川 ○地域の行事にすすん

恒次」（郷土愛）4-(5) で参加する。

郷土をひらいてきた人

２月 々の思いを知り、郷土を ○社会「郷土をひらく」

愛する心情を育てる。 及川恒次の功績を詳

しく調べる。

○裸参り（地域）

○総合的な学習の時間

「ししおどり引き継ぎ」

５ 研究テーマに関わって

「心豊か」

郷土の文化や歴史、芸能に関心をもち、進んで調べたり、文化活動に参加したりできる子ども

〈仮説（１）児童の思考や話し合いを深める手だて〉

○ 発問の工夫

人々を説得して回る恒次の心情を問い、金脈がつきて、人々が迷わないように農業を始めよう

とする恒次さんの思いをとらえさせる。

○ 板書の工夫

挿絵を効果的に用い、外山開拓へかける恒次の思いをとらえさせる。

〈仮説（２）表現活動などの言語活動の充実〉

○ 書く活動

開拓を進めてきた恒次のはたらきについて感じたことや小友の地域や住んでいる人々に対する

自分の思いを書かせ、郷土に対する思いを深める。
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６ 資料分析 「外山開拓の祖 及川恒次」

小友は伊達藩との藩境の町。
警備上重要なところとして、
南部藩が及川氏に小友・外山
の警備を命ずる。恒次は外山
開拓事業にあたる。

恒次は、開拓をするための 金脈はつき、人々のくらし 作物もとれ、さまざま
場 資金源として金脈を探し、名 は苦しくなる。恒次は人々を な工夫をしたことにより
面 取沢で金脈を発見する。 説得し、開墾に着手する。 住む人々も増えていった。

主 ・外山は家が３軒しかない。 ・やがて金脈はつき、金は採 ・作物もとれはじめる。
人 一軒一軒が離れていて、ほ れなくなる。人々の仕事も ・人々は農業をしてくら
公 とんどが荒れ地。 なくなる。 せるようになった。
の ・まずは、人々を集めるため ・開墾を決意するが、人々の ・農業の他にも、さまざ
行 に、資金が必要。 同意が得られず、苦労する。 まな産業に着手する。
為 ・山歩きが好き。小友は金が ・何度も説得にあたり、やっ （木炭製造、養蚕、コウ
と 採れるところ。山歩きをし と人々の合意を得る。 ゾ栽培、杓子製造）
と て金をさがす。 ・藩境の警備にもあたっ
り ・「名取沢」で金脈を発見す た。
ま る。 （武術・馬術訓練、狩猟）
く ・人々を集め、金を採り始め ・人々も集まり、３７戸
状 る。人々が生活できるよう の集落となる。
況 になる。

主 ・開拓するには資金が必要 ・金山で働いていた人々の仕 ・人々のくらしをもっと
人 だ。 事を考えなくては。 よくしたい。
公 ・金脈をさがし、金を開拓の ・気仙と同じ柿がなっている ・人々が農業をして暮ら
の 資金にしよう。 から、きっと作物がとれる。 せるようになってきて
意 ・どうにかして、金脈を見つ ・人々もわかってくれた。や よかった。
識 けなくては。 っと開墾できるぞ。 ・少しでも楽にするため
の ・長野で採れるのだから外山 にもっと工夫していこ
流 でも採れるにちがいない。 う。
れ ・まずは、金を採って人々が ・人々が集まって外山で

暮らせるようにするぞ。 暮らしていけるように
・人々が集まって、生活でき なってよかった。
るようになってよかった。

児 ・自分で金脈を見つけようと ・柿がなっているところから ・やっと作物がとれるよ
童 するなんて、すごいな。 作物ができると考えるとこ うになった。よかった
の ・家が３軒しかなかったんだ ろがすばらしいな。 な。
意 あ。 ・何度も説得に回って苦労し ・農業のほかにもいろい
識 ・笛で合図をするんだ。 ただろう。 ろな産業を考えるなん
の ・そんなところを開拓するの ・みんながわかってくれてよ て頭がいいな。
変 はたいへんだ。 かった。 ・人々のことをちゃんと
容 ・ずいぶんと歩いたんだろう ・やっと開墾ができる。気持 考えているな。
過 な。見つかってよかった。 ちが通じたんだ。 ・行動力のある人だな。
程 ・人々が生活できるようにな ・３戸が３７戸にもなっ

ってよかった。 てすごいな。

基 恒次さんは金脈を見つけた 恒次さんはどんな思いで人 恒次さんはどんな思い
本 ときにどんな気持ちだったで 々を説得して回ったのでしょ でいろいろな工夫をして
発 しょう。 う。 いったのでしょう。
問
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７ 本時の指導

（１）ねらい

郷土を拓いてきた人々の思いを知り、郷土を愛する心情を育てる。

（２）展開

段階 学習活動と主発問 予想される児童の反応 指導上の留意点

（ ）：仮説に関わる事項

導 １ 小友の宝を調査したアンケ

入 ート結果を見る。 ・宝となるものがたくさんある ・事前に児童と家族にアンケー

な。 トをとり、結果を電子黒板で

５ ・わたしだったら○○だな。 示し、紙の資料を掲示する。

分 （板書）

２ 「外山開拓の祖 及川恒次」

を読んで及川恒次の心情を中 ・資料範読後、当時の藩の状況

心に話し合う。 について地図を電子黒板で示

し、確認する。

展 （板書）

(1) 恒次が金脈を見つけた場面

について話し合う。

・やったぞ。歩いたかいがあった。・恒次が金脈を見つけたときの

恒次さんは金脈を見つけた ・これで人々を集めて、くらすこ 心情を問うことで、山歩きを

ときにどんな気持ちだったで とができるぞ。 続け、やっと金脈を見つけた

しょう。 ・これでかいたくできるぞ。 うれしさや希望あふれる恒次

の思いに共感させる。（発問）

開 (2) 恒次が開墾しようと人々を

説得して回る場面について話

し合う。

・気仙と柿がなっているからきっ ・人々を説得して回る恒次の心

恒次さんはどんな思いで、 と作物ができる。 情を問うことで、金脈がつき

人々を説得して回ったのでし ・何度でもみんなの家を訪ねて話 て、人々が迷わないように農

ょう。 して歩くぞ。 業を始めようとする恒次の思

・人々もわかってくれる。がんば いに共感させる。

るぞ。 （発問）
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・この外山を人々がくらせるとこ ・挿絵をはり、説得する様子を

ろにするぞ。 とらえさせる。

・外山のために働くぞ。 （板書）

35 (3) 恒次がさまざまな工夫をし

分 ていく場面について話し合

う。

・人々のくらしをもっとよくした ・いろいろな工夫をしていく恒

恒次さんはどんな思いで、 い。 次の心情を問うことで、人々

いろいろな工夫をしていった ・少しでも楽にするためにもっと の生活を少しでもよくしてい

のでしょう。 工夫をしよう。 こうとする恒次の思いに共感

・人々が集まって外山でくらせる させる。（発問）

ようにしていこう。

３ 学習したことを振り返る。

恒次さんのはたらきについ ・アンケートを振り返り、宝を

て感じたことや小友の宝への 守っていこうという気持ちを

自分の思いを書きましょう。 書かせる。

（書く）

終 ４ 石碑の写真を見て、恒次の ・石碑を建てられるくらい、すご ・映像を見せ、及川恒次の功績

末 功績をたたえるために、金を い人だったんだな。 を振り返らせる。

５ 砕く石臼で石碑が作られてい

分 たことを知る。
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（３）板書計画
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